琉球祖語に遡る周辺的な音調型の一つ :  副詞の特殊音調 by ローレンス ウエイン





























 本稿では簡易音声表記を使用する（tu=[tu]、ti=[ti]、si=[ i]、cï=[tsï]、cja=[t a]、






















































































































































には次の三つの形がある（Hayes 1995：65, 71）。 
● 二つの軽音節（計 2音節2拍） 
● 一つの重音節（計 1音節2拍） 
























































































































    









    





































































(9) 高平型 起伏型 低平型 
ki
――
























































































































































(14) ffo o’ffu「黒い」 vv v’vv「重い」 
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７ 那根 弘氏（1911年生まれ）は普通［maru maru］を使うが、「昔の七・八十歳の
おばあさんたち」は［ma
――
ro maro］～［ma
――
ru maru］と発音していたという（1998
年10月談）。 
８ 石垣方言に後部成素の末尾母音までも長音化するΦ
―――
uΦooΦuΦoo「黒い」、sï
―――
soosïsoo
「白い」もある（宮良 1995：147；宮城 2003）が、これは比較的新しい形であろ
う。 
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